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2013年3月20日発行

第12号

文学部・文学研究科創立六十五周年記念
同窓会総会・懇親会の開催について

2013年9月14日に大阪大学文学部・文学研究科は創立六十五周年を迎えます。
つきましては、以下のような日程、場所で同窓会総会・懇親会の開催を企画しております。

開 催 日：2013年9月22日（日）　　　　　
開催場所：大阪大学会館　アセンブリーホール

詳しい予定などは、追ってご連絡申し上げます。楽しいひと時になりますよう、
これから準備に励みたいと思いますので、ご参集のほどよろしくお願い申し上げます。
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大阪大学文学部・文学研究科同窓会

岡
田
禎
之
教
授
一
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
学
部
生
や
大
学
院
学

生
が
多
数
い
る
の
で
、
同
教
授
の
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
岡
田
教
授
は
国
際
連
携

室
の
室
長
の
ほ
か
に
文
化
動
態
論
の
教
授
も
兼
ね
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
そ
の
不
安
は
さ
ら
に
つ
の
る
。
兼
任
の
加
藤
正
治
教

授
と
神
山
孝
夫
教
授
の
更
な
る
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
こ
の
状
況

を
何
と
か
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
は
四
月
か
ら
私
大
で
研
究
活
動
と
学
生
指
導
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
昨
年
十
二
月
の
日
本
英
語
学
会
会
長
選
挙
で

会
長
に
選
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
職
も
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
本
英
語
学
会
は
、
日
本
認
知
言
語
学
会
、
日
本
語
用
論

学
会
、英
語
語
法
文
法
学
会
、近
代
英
語
協
会
、日
本
音
声
学
会
、

日
本
音
韻
論
学
会
、
日
本
英
語
表
現
学
会
な
ど
の
各
種
学
会
を

包
摂
す
る
、
こ
の
分
野
で
は
一
番
大
き
な
学
会
で
あ
る
。
一
昨

年
三
月
に
副
研
究
科
長
の
任
が
終
わ
っ
た
の
で
少
し
ゆ
っ
く
り

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
四
月
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
緊
張

の
状
態
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
学
会
の
事
務
局
長
を

引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
岡
田
教
授
に
更
な
る
負
担
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
の

で
、
た
い
へ
ん
申

し
訳
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

私
は
昭
和
五
十
八
年
に
山
口
大
学
教
養
部
か
ら
大
阪
大
学
言

語
文
化
部
に
異
動
に
な
り
、
そ
こ
で
八
年
間
勤
め
た
後
、
平
成

三
年
に
文
学
研
究
科
に
配
置
換
え
に
な
っ
た
。
文
学
研
究
科
で

は
、
二
十
二
年
間
英
語
学
研
究
室
で
研
究
活
動
と
学
生
指
導
に

従
事
し
、
本
年
三
月
に
退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

定
年
前
の
退
職
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
決
意
す
る
に
は
い
く
つ

か
の
理
由
が
あ
っ
た
。
一
番
大
き
な
理
由
は
、英
文
科
の
ス
タ
ッ

フ
事
情
で
あ
る
。
英
文
科
で
は
、
玉
井
暲
教
授
退
職
後
の
三
年

間
、
採
用
人
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
定
年
退

職
ま
で
二
年
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
定
年
ま
で
勤
め
る
と
五
年
間

人
事
が
凍
結
状
態
に
な
る
。
折
し
も
、
私
大
転
出
の
話
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
際
後
進
に
道
を
譲
る
べ
き
だ
と
判
断
し
、
退
職

を
決
意
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
昨
年
採
用
人
事
が
滞
り
な
く
進

み
、
四
月
に
は
新
進
気
鋭
の
研
究
者
が
英
文
科
の
ス
タ
ッ
フ
に

加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
、
英
語
学
研
究
室
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
が

　

も
う
一
つ
朗
報
が
あ
り
ま
す
。
文
学
研
究
科
の
本
館
が
す
で

に
耐
震
改
修
工
事
を
終
え
て
い
る
の
は
ご
存
じ
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
本
館
の
隣
の
、
か
な
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
美
学
研
究

室
棟
の
耐
震
改
修
工
事
も
つ
い
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
お
よ
そ
半
年
間
の
工
事
期
間
を
経
て
、
来
年
秋
に
は
改

修
後
の
新
し
い
芸
術
研
究
棟
を
皆
様
に
ご
披
露
で
き
る
と
、
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
大
阪
大
学
を
退
職
す
る
に
あ
た
って

英
語
学
　
大
庭
　
幸
男

退
職
さ
れ
る
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

退
職
さ
れ
る
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

◆
ご
あ
い
さ
つ

最
近
の
文
学
研
究
科
・
文
学
部
の
こ
と
な
ど

文
学
研
究
科
長
　
永
田
　 

靖

おおば・ゆきお
福岡県生まれ。九州大学文学部卒
業。九州大学大学院文学研究科修
士課程修了。専門は英語学、特に、
生成文法理論。日本英語学会理事。
日本英文学会理事。著書に『英語
構文研究』（英宝社）、『左方移動』（研
究社）、『英語構文を探求する』（開
拓社）など。博士（文学）（大阪大学）。

　

近
年
、
文
学
研
究
科
・
文
学
部
は
国
際
化
に
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。二
○
○
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ム
ン
ド
ゥ

ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
軌
道
に
乗
り
、
毎
年
順
調
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
二
○
一
一
年
秋
か
ら
は
フ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
い
わ
ば
「
格
上
げ
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
単
位
互
換
制
度
に
よ
る
提
供
単
位
数
も
十
五ECT

S

か
ら

二
十
五ECT

S

に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
留
学

生
へ
の
支
援
と
し
て
、
同
窓
会
の
皆
様
に
も
ご
寄
附
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
奨
学
寄
附
金
「
教
育
ゆ
め
基
金
」
を
使
わ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
二
○
一
○
年
か
ら
日
本
学
術
振
興
会
に
採
択
さ
れ
た
二

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
組
織
的
な
若
手
研
究
者
等
海
外
派
遣
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
「
頭
脳
循
環
を
活
性
化
す
る
若
手
研
究
者
海
外
派

遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
二
○
一
二
年
度
末
で
終
了
の
予
定
で
す
。

前
者
で
は
学
生
・
院
生
な
ど
を
含
む
延
べ
一
四
三
名
の
若
手
研

究
者
を
中
短
期
派
遣
に
、
後
者
は
一
年
間
の
長
期
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
延
べ
六
名
の
院
生
を
海
外
に
派
遣
し
、
学
生
諸
君
の
国

際
性
の
涵
養
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

後
継
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

ず
研
究
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
実
績
を
上
げ
た
研
究
科
に
対

す
る
「
卓
越
し
た
大
学
院
拠
点
形
成
支
援
補
助
金
」
が
、
文
学

研
究
科
文
化
形
態
論
専
攻
に
、
ま
た
人
間
科
学
研
究
科
と
共
同

で
文
化
表
現
論
専
攻
に
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

芸
術
系
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
昨
年
の
い
わ
ゆ
る
「
劇
場
法
」
制
定
を

機
会
に
文
化
庁
や
文
部
省
へ
の
補
助
金
等
申
請
を
準
備
中
で

す
。

ながた・やすし
1957 年 生 ま れ。 専 門 は 演 劇 史 演 劇
学。上智大学外国語学部ロシア語学科
卒、明治大学大学院演劇学専攻博士課
程 単 位 取 得。1998 年 よ り 本 学 勤 務。
IFTR 国際演劇学会理事、日本演劇学会
理事。最近の共著にAdapting Chekhov, 
Routledge, The Local meets the Global 
in Performance, Cambridge など。
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一
．
会
員

　

金
泰
定
（
韓
國
外
大
）、
林
八
龍
（
韓
國
外

大
）、
鄭
秀
賢
（
東
國
大
）、
李
漢
燮
（
高
麗

大
）、
許
晃
會
（
한
밭
大
）、
姜
錫
元
（
東
國

大
）、
任
榮
哲
（
中
央
大
）、
高
正
道
（
慶
北

大
）、
李
吉
遠
（
東
亞
大
）、
李
楨
淑
（
新
羅

大
）、
崔
杉
昌
（
慶
北
大
）、
魯
成
煥
（
蔚
山

大
）、
張
相
彦
（
釜
慶
大
）、
鄭
相
哲
（
韓
国

外
大
）、
權
勝
林
（
崇
實
大
）、
朴
在
勳
（
又

石
大
）、
丁
意
祥
（
朝
鮮
大
）、
姜
錫
祐
（
カ

ト
リ
ッ
ク
大
）、
金
容
儀
（
全
南
大
）、
金
慶

燕
（
淑
明
女
大
）、
李
美
林
（
聖
潔
大
）、
申

智
淑
（
啓
明
大
）、
吳
玹
定
（
建
國
大
）、
任

苔
均
（
聖
潔
大
）、
司
空
煥
（
韓
國
放
送
通

信
大
）、
李
吉
鎔
（
中
央
大
）、
エ
レ
ン
ナ
カ

ミ
ズ
（
ソ
ウ
ル
大
）、
楊
昌
洙
、
全
成
坤
（
高

麗
大
）、
金
華
榮
（
水
原
科
学
大
）、
崔
殷
景

（
東
亜
大
）、
黄
永
熙
（
漢
陽
サ
イ
バ
ー
大
）、

方
允
炯
（
水
原
大
）、姜
炅
完
（
梨
花
女
大
）、

孫
榮
奭
（
済
州
大
）、金　

泳
（
同
徳
女
大
）、

河
在
必
（
韓
国
外
大
）

●
以
上
の
三
七
名
で
、
現
在
、
韓
国
各
地
の
国

立
・
私
立
大
学
の
日
本
関
係
の
学
科
に
勤
務
。

二
．
歴
史

　

二
○
○
○
年
頃
か
ら
活
動
し
、
林
八
龍
（
韓

國
外
大
）、鄭
秀
賢
（
東
國
大
）、李
漢
燮
（
高

麗
大
） 

、任
榮
哲（
中
央
大
）が
会
長
を
歴
任
、

当
時
幹
事
は
許
晃
會
（
한
밭
大
）。
現
在
は
、

鄭
相
哲
（
韓
国
外
大
）
が
会
長
を
務
め
る
。

三
．
活
動

　

二
○
○
五
年
十
二
月
、
大
阪
大
学
「
真
田
信

治
先
生
の
還
暦
記
念
会
」
を
ソ
ウ
ル
ロ
ッ
テ

ホ
テ
ル
に
て
開
催
。

　

二
○
一
○
年
十
月
、
大
阪
大
学
「
前
田
富
祺

先
生
を
囲
む
会
」
を
明
洞
の
進
士
宅
に
て
開

催
。

　

二
○
一
一
年
九
月
、
大
阪
大
学
「
渋
谷
勝
己

先
生
を
囲
む
会
」
を
明
洞
の
進
士
宅
に
て
開

催
。

　

二
○
一
二
年
十
二
月
、
大
阪
大
学
卒
（
横

浜
国
立
大
学
）「
金
澤
裕
之
先
生
を
囲
む
会
」

を
鐘
路
の
汝
自
灣
に
て
開
催
。

　

各
会
に
韓
国
と
日
本
の
仲
間
と
弟
子
が
多
く

参
加
し
、
思
い
出
と
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
話

し
合
う
。

四
．
会
員
の
近
況

●
出
版

　

石
井
正
彦
・
孫
栄
奭
（
そ
ん
よ
ん
そ
く
）『
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
パ
ス
言
語
学
』（
二

○
一
三
）
大
阪
大
学
出
版
会

●
就
職

　

金　

泳
（
二
○
一
一
年
博
士
取
得
）
が
二
○

一
三
年
三
月
か
ら
、
同
徳
女
大
に
就
職
。

　

文
責　

黄
永
熙
（
漢
陽
サ
イ
バ
ー
大
学
）

・
・
・
・
・
・
・
・

海
外
同
窓
会
の
現
状

　

大
阪
大
学
は
、
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

流
れ
に
沿
っ
て
、
二
○
○
六
年
か
ら
世
界
の

四
都
市
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
グ
ロ
ー
ニ

ン
ゲ
ン
、
バ
ン
コ
ク
、
上
海
）
に
海
外
拠

点
を
設
け
、
国
際
的
な
教
育
研
究
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
や
拠
点
地
区
の
同
窓
会
活
動
の
支
援

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
れ
ま
で
に
四
つ
の
海
外
同
窓
会
が
発

足
し
、現
在
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
二
○
○
六
年
に
発
足
し
た
「
大
阪

大
学
北
米
同
窓
会
」は
会
員
数
五
五
一
名
で
、

最
も
大
き
な
組
織
で
す
。
Ｎ
Ｙ
地
区
、
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
地
区
、
シ
カ
ゴ
地
区
、
Ｌ
Ａ
地

区
、Ｓ
Ｆ
地
区
の
五
地
区
体
制
で
組
織
さ
れ
、

年
一
回
の
年
次
総
会
の
他
、
随
時
各
地
区
に

お
い
て
講
演
会
、
交
流
会
、
歓
送
迎
会
な
ど

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
年
に
設
立
さ

れ
た
「
タ
イ
大
阪
大
学
同
窓
会
」
は
二
番
目

に
大
き
く
、
会
員
数
は
三
一
八
名
。
文
学
研

究
科
・
文
学
部
留
学
生
十
七
名
と
日
本
人
四

○
名
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。同
年
設
立
の「
大

阪
大
学
上
海
同
窓
会
」は
会
員
数
約
八
○
名
。

二
○
一
一
年
に
設
立
さ
れ
た
「
大
阪
大
学
欧

州
同
窓
会
」
は
会
員
数
二
三
一
名
で
、
四
カ

国
（
英
、
仏
、
伊
、
蘭
）
の
地
区
同
窓
会
が

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
海
外
拠
点
に
よ
る

同
窓
会
活
動
支
援
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
一
方
、
海
外

拠
点
の
な
い
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
阪
大
同

窓
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
韓
国
大
阪

大
学
文
学
部
同
窓
会
も
そ
の
よ
う
な
組
織
の

一
つ
で
す
。
お
便
り
く
だ
さ
っ
た
黄
さ
ん
に

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
文
学
部
・
文

学
研
究
科
同
窓
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
留
学
生

の
皆
様
の
帰
国
後
の
ご
活
躍
や
同
窓
会
活
動

に
注
目
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
情
報
提
供
等
、
皆
様
の
ご
協
力
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

河上　誓作（かわかみ・せいさく）
阪大文学部助手、九大助教授、阪大助教授・教授を
経て、2004年名誉教授。この間文学研究科評議員、
研究科長を歴任。2004年神戸女子大学教授、2005
年学長、2012年名誉教授。専門は英語学。著書『認
知言語学の基礎』他。

特
集

世
界
と
つ
な
が
る
文
学
部
・
文
学
研
究
科

世
界
と
つ
な
が
る
文
学
部
・
文
学
研
究
科▼

韓
国
大
阪
大
学
文
学
部
同
窓
会
の
活
動
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…
…
…
…
…
…
…
…

ア
メ
リ
カ
で
イ
ン
ド
の

美
術
史
を
教
え
て
い
ま
す島

田　
　

明

　

私
は
一
九
八
八
年
に
文
学
部
美
学
科
美
術
史

第
一
講
座
を
卒
業
し
た
後
、
一
九
九
八
年
ま
で

大
学
院
に
在
籍
し
、
そ
の
後
二
○
○
三
年
ま
で

美
術
史
講
座
の
助
手
を
勤
め
ま
し
た
。
大
学
院

と
助
手
時
代
に
イ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
に
二
度
留

学
し
ま
し
た
が
、
そ
の
期
間
を
除
い
て
も
十
五

年
近
く
待
兼
山
に
通
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
で
も
た
ま
に
図
書
館
や
研
究
室
に
寄

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
新
築

さ
れ
た
経
済
学
部
や
法
学
部
の
建
物
に
囲
ま
れ

て
、
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
姿
で
建
っ
て
い
る

美
学
棟
を
見
る
と
、
な
ん
だ
か
ほ
っ
と
し
ま
す

（
も
う
建
て
替
え
て
も
よ
い
の
で
は
と
も
思
い

ま
す
が
）。

　

二
○
○
七
年
の
秋
か
ら
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か

ら
車
で
九
十
分
ほ
ど
北
に
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
と
い
う
町
で
、
古
代
イ
ン
ド

史
を
教
え
て
い
ま
す
。
所
属
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
立
大
は
州
全
体
に
五
十
校
ほ
ど
を
数
え
る

大
規
模
な
教
育
研
究
機
関
で
、
州
都
の
オ
ー

ル
バ
ニ
ー
校
な
ど
博
士
課
程
ま
で
備
え
た
学
校

も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
校
は
少
人
数

の
学
部
教
育
に
重
点
を
置
く
、
典
型
的
な
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
教
え
て
い
る
と
い
う
と
大
都
会
に
い
る
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
大
学
の
周
り
は
岩
登
り

で
有
名
な
山
と
リ
ン
ゴ
畑
と
森
が
広
が
っ
て
お

り
、
自
宅
の
庭
に
は
鹿
や
兎
や
リ
ス
が
や
っ
て

き
ま
す
。こ
ち
ら
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

ロ
ン
ド
ン
で
博
士
課
程
を
終
え
て
か
ら
職
探
し

を
し
て
い
た
際
、
た
ま
た
ま
出
た
イ
ン
ド
史
の

公
募
に
通
っ
た
か
ら
と
い
う
、
ま
っ
た
く
の
偶

然
に
よ
る
も
の
で
す
。
イ
ン
ド
人
で
も
ア
メ
リ

カ
人
で
も
な
い
私
が
、
イ
ン
ド
か
ら
遠
く
離
れ

た
ア
メ
リ
カ
の
片
田
舎
で
、
古
代
イ
ン
ド
に
つ

い
て
英
語
で
教
え
る
と
い
う
状
況
に
最
初
は
と

ま
ど
い
ま
し
た
が
、
親
切
な
同
僚
と
、
拙
い
私

の
英
語
を
面
白
が
っ
て
く
れ
る
学
生
達
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
、
な
ん
と
か
や
っ
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
の
学
部
教
育
は
か
つ
て
阪
大
に
も
存
在

し
た
教
養
部
に
似
て
お
り
、
文
系
、
理
系
を
問

わ
ず
幅
広
く
学
べ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
受
講
す
る
学
生
の
興
味
や
専
攻
は
様
々

な
の
で
、
あ
ま
り
専
門
的
な
内
容
は
教
え
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
学
生
は
と
に
か
く
議
論
好
き
で
、

活
発
に
質
問
し
て
く
れ
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
を
つ
な
ぐ

代
田　

智
恵
子

　

私
が
フ
ラ
ン
ス
に
来
た
の
は
、
今
か
ら
七
年

前
の
二
○
○
六
年
八
月
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、

大
阪
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
日
本
で
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
学
部
で
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
専
攻

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
で
き
れ
ば
フ
ラ
ン
ス

語
が
活
か
せ
る
仕
事
を
と
思
い
、
ホ
テ
ル
や
語

学
学
校
、
翻
訳
会
社
に
勤
め
た
り
、
フ
リ
ー
で

国
際
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
や
通
訳
ガ
イ
ド
な
ど

も
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
語
学
を
活
か
し

た
仕
事
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
英
語
が
メ
イ

ン
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
会
議
通
訳
を

目
指
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
す
る
べ
く
、
パ
リ
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
語

学
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

と
き
、
通
訳
と
い
う
他
人
の
言
葉
を
伝
え
る
仕

事
に
興
味
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
人
に
日
本
語
に
つ
い
て
話
す
機
会
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
一
転
、
日
本
語
教

師
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
、

日
本
語
学
校
の
教
師
養
成
講
座
を
終
了
し
、
非

常
勤
で
教
え
る
傍
ら
、
再
び
大
阪
大
学
の
日
本

語
教
育
学
講
座
（
当
時
）
の
修
士
（
博
士
前
期
）

課
程
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、博
士
（
後
期
）

課
程
を
単
位
取
得
退
学
し
、
佐
賀
大
学
の
留
学

生
セ
ン
タ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
就

職
後
は
、
博
士
課
程
在
学
中
に
手
が
け
て
い
た

論
文
が
ほ
と
ん
ど
進
ま
ず
、
課
程
博
士
取
得
の

期
限
も
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
修
士

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
活
か
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

語
母
語
話
者
の
日
本
語
習
得
と
い
う
テ
ー
マ
で

研
究
し
て
い
た
の
で
す
が
、
日
本
在
住
の
フ
ラ

ン
ス
人
学
習
者
が
少
な
く
、
こ
の
テ
ー
マ
で
研

究
を
続
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
で
博
士
論
文
を

終
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
佐
賀
大
学
を
辞

し
、
パ
リ
第
三
大
学
の
博
士
課
程
に
入
学
し
た

と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
六
年
目
の
昨
年

十
二
月
、
よ
う
や
く
博
士
論
文
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
パ
リ
の
語
学
学
校

や
レ
ン
ヌ
第
二
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
九
月
か
ら
は
、
ボ
ル
ド
ー
第
三

大
学
で
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
講
師
と
い
っ
て

も
契
約
な
の
で
、
こ
の
ま
ま
フ
ラ
ン
ス
で
仕
事

が
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
も
大
阪
大
学
で
学
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
語
と
日

本
語
の
両
方
が
活
か
せ
る
教
育
・
研
究
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

しまだ・あきら
1998年大阪大学大学院文学研究科博士課程（芸術
史専攻）単位取得退学、2006年ロンドン大学東洋アフ
リカ学院（SOAS）博士課程修了（PhD）、2007年より
ニューヨーク州立大学ニューパルツ校歴史学部助教授。

しろた・ちえこ
1982年大阪大学文学部（フランス文学専攻）卒業、1996年大
阪大学文学研究科（日本学専攻）博士前期課程修了、2000年
同博士後期課程単位取得退学、2012年パリ第３大学博士課
程修了（言語学博士）、2000年〜2006年佐賀大学留学生セン
ター助教授、2010年〜2012年レンヌ第２大学日本語科ATER、
2012年〜現在ボルドー第３大学日本語科講師。

博士論文の口頭試問にて

特
集

世
界
と
つ
な
が
る
文
学
部
・
文
学
研
究
科

世
界
と
つ
な
が
る
文
学
部
・
文
学
研
究
科

インドの友人たちと

♦ 

同
窓
生
か
ら
の
お
便
り 

♦
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
領
事
館
で

充
実
し
た
毎
日

石
原　

丈
嗣

　

二
○
○
九
年
春
、
文
学
研
究
科
修
了
後
、

ド
イ
ツ
語
専
門
職
と
し
て
外
務
省
に
入
省
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
在
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
日

本
国
総
領
事
館
で
副
領
事
と
し
て
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

　

主
担
当
は
広
報
文
化
で
あ
り
、
各
種
日
本

文
化
の
催
し
物
に
関
し
て
ド
イ
ツ
人
の
主
催

者
側
と
協
力
を
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
日
本
文
化
紹
介
事
業
と
し
て
、
管

轄
三
州
の
高
校
を
回
っ
て
日
本
を
紹
介
す
る

学
校
訪
問
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
領
事
館
の
職
員
は
少
人
数
な
の
で
、
政

務
、
領
事
、
儀
典
も
兼
務
し
て
お
り
ま
す
。

政
務
の
仕
事
で
は
、
管
轄
三
州
の
政
治
情
勢

を
逐
次
本
省
に
報
告
し
た
り
、
近
隣
諸
国
と

の
諸
問
題
に
関
し
て
日
本
の
立
場
を
正
し
く

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
有
力
な
新
聞
社

記
者
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

領
事
の
仕
事
は
通
常
の
旅
券
業
務
か
ら
邦

人
援
護
ま
で
様
々
で
す
が
、
私
は
主
に
邦

人
援
護
の
お
手
伝
い
を
兼
務
で
し
て
い
ま

す
。
あ
い
に
く
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
ス
リ
が

多
発
し
、
旅
行
中
に
旅
券
や
現
金
を
盗
ま
れ

る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
の
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
方
々
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
急
病

に
な
っ
た
旅
行
者
の
た
め
に
現
地
の
病
院
で

色
々
と
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

儀
典
の
仕
事
で
は
、
総
領
事
の
ア
ポ
イ
ン
ト

取
り
や
、
会
食
設
定
、
右
の
報
告
業
務
の
他

に
、
年
に
一
回
行
う
天
皇
誕
生
日
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
開
催
に
向
け
て
の
仕
事
が
あ
り
ま

す
。

　

総
領
事
館
で
の
仕
事
は
と
に
か
く
ド
イ
ツ

語
を
駆
使
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
邦
人
援
護

や
国
会
議
員
の
案
内
等
は
日
常
会
話
程
度
で

も
対
応
で
き
る
の
で
す
が
、
政
務
で
の
情
報

収
集
の
作
業
で
は
高
度
な
ド
イ
ツ
語
力
が
要

求
さ
れ
ま
す
。ま
た
、日
常
の
業
務
は
ス
ピ
ー

ド
も
要
求
さ
れ
、
仕
事
を
通
じ
て
語
学
力
を

伸
ば
せ
る
こ
と
は
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

し
か
し
、
今
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
語

学
を
含
め
厳
し
い
業
務
に
耐
え
う
る
の
も
、

阪
大
独
文
で
鍛
え
ら
れ
た
お
陰
だ
と
思
い
ま

す
。
阪
大
独
文
で
は
三
谷
教
授
及
び
林
元
教

授
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
方

の
講
義
・
演
習
で
は
質
・
量
と
も
に
毎
回
か

な
り
の
勉
強
量
を
要
求
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ

の
時
の
厳
し
い
勉
強
が
今
の
仕
事
に
も
生
き

て
い
る
と
つ
く
づ
く
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
阪
大
学
文
学
部
と
私

ロ
ラ
ン
・
ネ
ス
プ
ル
ス

　

大
阪
大
学
と
の
出
会
い
は
二
○
○
三
年
ま

で
遡
る
。
日
本
語
の
学
士
号
と
考
古
学
の
修

士
号
を
取
得
し
た
ば
か
り
で
、
博
士
後
期
課

程
を
ど
う
す
る
か
（
研
究
テ
ー
マ
は
古
代
以

前
の
政
治
権
力
の
発
展
や
複
合
化
、
国
家
形

成
過
程
な
ど
）は
戸
惑
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

知
り
合
い
で
あ
っ
た
元
奈
良
文
化
研
究
所
所

長
の
田
中
琢
に
相
談
し
、
日
本
原
始
考
古
学

で
有
名
な
都
出
比
呂
志
教
授
と
福
永
伸
哉
教

授
の
元
で
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
○
○
四
年
四
月
に
国
費
研
究
生
と
し
て

入
学
し
、
大
阪
大
学
文
学
で
の
四
年
間
の
留

学
期
間
が
始
ま
っ
た
。
翌
年
の
二
月
に
博
士

後
期
課
程
入
学
試
験
に
合
格
す
る
と
今
度
は

正
式
な
「
阪
大
生
」
と
な
っ
た
。
そ
の
後
大

阪
大
学
考
古
学
研
究
室
の
お
か
げ
で
、
様
々

な
研
究
テ
ー
マ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
二

○
○
七
年
の
秋
に
博
士
論
文
を
フ
ラ
ン
ス
に

提
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
二
○
○
八
年

三
月
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
ポ
ス
ト
ド
ッ

ク
研
究
者
と
し
て
秋
ま
で
い
る
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
明
学
院

で
日
本
史
の
ポ
ス
ト
が
で
き
て
、
九
月
か
ら

着
任
の
た
め
パ
リ
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。

や
が
て
翌
年
の
二
○
○
九
年
九
月
か
ら
は
正

式
的
に
准
教
授
（
日
本
原
史
・
古
代
史
前
期
）

と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
日
本
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

対
象
に
し
て
考
古
学
の
比
較
研
究
を
す
る
研

究
者
は
少
な
い
。
日
本
で
の
発
掘
調
査
に
参

加
で
き
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
ま
た
稀
で
、
大

阪
大
学
と
日
本
文
部
科
学
省
の
お
か
げ
で
で

き
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
早
く
ポ
ス
ト

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
二
○
○
四
年
か
ら
多
く
の
日
本
人

考
古
学
研
究
者
と
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
、

日
本
考
古
学
の
現
状
を
目
の
前
に
し
て
考
古

学
、
文
化
財
や
社
会
と
の
関
係
の
側
面
も
大

変
勉
強
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

　

日
本
の
原
始
時
代
や
考
古
学
研
究
史
、
埋

葬
文
化
財
な
ど
を
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
イ

タ
リ
ア
で
紹
介
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
た

が
、
今
度
も
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の

考
古
学
研
究
や
文
化
財
の
現
状
を
一
緒
に
考

え
て
い
く
つ
も
り
だ
。
外
務
省
へ
の
出
向
依

頼
を
出
し
た
結
果
二
○
一
二
年
九
月
か
ら
東

京
日
仏
会
館
研
究
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
最
短
二
年
間
日
本
に
滞
在
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
阪
大
学
考
古
学

研
究
室
や
知
り
合
っ
た
多
く
の
日
本
の
考
古

学
者
同
士
達
と
共
に
日
仏
交
流
を
広
げ
て
い

き
た
い
。

Laurent NESPOULOUS
1997年トルーズ大学歴史学部学士号、
2000年フランス国立東洋言語文明学院

（INALCO）日本学部学士号、2001年
パリ第１大考古学学部学士号、2007年
INALCO・パリ第１大（考古学専攻）博士
号、2008年大阪大学博士後期課程（考
古学専攻）満期退学、2008年INALCO
教授（原始・古代史講座）、2012年外務
省出向研究員（東京日仏会館）。

いしはら・たけつぐ
1982年大阪生まれ、30歳。2001年、大阪府立北野高
校卒業。2006年、大阪外国語大学ドイツ語学科卒業。
2009年、大阪大学大学院文学研究科ドイツ文学修了。
2009年、外務省入省。2012年より、在フランクフルト日
本国総領事館勤務。



研 究 室 今 昔  

6

大阪大学文学部・文学研究科同窓会

　

一
九
四
九
年
に
文
学
部
が
設
立
さ
れ
た

と
同
時
に
、
史
学
科
の
中
に
西
洋
史
学
専

攻
が
誕
生
し
た
。
当
初
は
、
ギ
リ
シ
ア
史

の
村
田
数
之
亮
、
ア
メ
リ
カ
史
の
今
津

晃
、
助
手
の
衣
笠
茂
の
三
人
体
制
で
、
教

養
部
の
支
援
を
受
け
て
教
育
が
行
わ
れ
て

い
た
。
発
足
し
た
時
期
は
、
外
国
文
献
の

入
手
が
困
難
な
時
代
で
あ
り
、
創
設
時
の

苦
労
は
大
変
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

　

一
九
六
四
年
に
は
、
西
洋
近
世
史
講
座

の
設
立
と
と
も
に
、
教
授
・
助
教
授
・
助

手
の
六
人
体
制
と
な
り
、
教
育
研
究
は
充

実
し
、そ
の
領
域
が
カ
バ
ー
す
る
範
囲
は
、

欧
米
か
ら
そ
の
植
民
地
を
含
む
広
い
領
域

に
拡
大
し
は
じ
め
た
。
学
生
の
数
も
各
学

年
五
人
程
度
に
増
加
し
、
一
九
七
〇
年
代

半
ば
に
な
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
数
が
倍
増

し
た
。
一
九
九
四
年
に
は
、
教
養
部
廃
止

に
と
も
な
い
、
堀
井
敏
夫
と
竹
中
亨
が
合

流
し
、
教
員
も
増
加
し
た
が
、
一
九
九
八

年
の
大
学
院
重
点
化
の
影
響
も
あ
り
、
学

部
生
と
大
学
院
生
の
数
も
い
っ
そ
う
増
加

し
、
教
員
と
学
生
を
合
わ
せ
て
構
成
員
が

百
人
近
く
に
な
る
年
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
重
点
化
が
、
西
洋
史
研
究
室
の
現

在
の
体
制
を
基
本
的
に
規
定
し
て
い
る
。

大
学
院
で
は
文
化
形
態
論
専
攻
の
西
洋
史

学
専
門
分
野
と
し
て
、
学
部
で
は
西
洋
史

学
専
修
と
し
て
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
室
が
生
ま
れ
て
ハ
イ
テ

ク
化
が
進
ん
だ
こ
と
、
院
生
の
比
重
が
高

ま
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
研
究
室
生
活
の

中
身
は
以
前
と
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
研
究
面
で
は
、

一
九
九
六
年
か
ら
毎
年
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
西
洋
史
」
を
開
催
し
、
二
〇
〇
三
年
に

は
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
を
創

刊
し
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、
国
際
化
も
進
展
し
て
お

り
、
海
外
の
研
究
者
が
毎
年
講
演
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
球
規
模
で
の
西
洋

文
明
の
歴
史
を
、
研
究
・
教
育
の
対
象
と

す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
設
立
当
初
で

は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
、
そ
の
視

野
は
地
球
規
模
に
広
が
っ
て
い
る
。

（
藤
川
隆
男
）

中
国
哲
学

西
洋
史
学

名誉教授加地伸行先生の喜寿をお祝いする会（平成 24 年 4 月、大阪大学中之島センター）

2012 年 5 月のワークショップ西洋史

八
二
）、四
代
・
加
地
伸
行
教
授（
一
九
八
四

～
九
五
）。
い
ず
れ
も
中
国
哲
学
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
阪
大
学

懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
や
懐
徳
堂
記
念
会
の

事
業
に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
た
。
そ
し

て
、第
五
代
教
授
の
湯
浅
（
二
〇
〇
〇
～
）

も
こ
の
伝
統
の
継
承
に
努
め
て
い
る
。
中

国
古
典
研
究
と
懐
徳
堂
、
そ
れ
が
研
究
室

活
動
の
両
輪
で
あ
る
。

　

一
方
、
変
わ
り
ゆ
く
も
の
も
あ
る
。
女

子
学
生
が
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
。
研
究
室
に
ず
ら
り
と
パ
ソ
コ
ン
が

並
ん
で
い
る
こ
と
。
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
な
ど
、
電
子
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て

何
よ
り
、
新
出
簡
牘
が
研
究
対
象
に
加

わ
っ
た
こ
と
。
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、

中
国
で
は
、
考
古
学
的
発
見
や
盗
掘
に
よ

り
、
竹
簡
や
木
簡
の
発
見
が
相
次
ぎ
、
中

国
古
典
学
の
様
相
を
一
変
さ
せ
つ
つ
あ

る
。
演
習
で
も
、
伝
世
文
献
に
加
え
て
、

こ
れ
ら
簡
牘
に
記
さ
れ
た
古
代
文
献
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
今
や
本
研
究
室
は
、
日

本
に
お
け
る
出
土
文
献
研
究
の
拠
点
と
し

て
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
「
常
」
と
「
変
」。
二
つ
の
要
素
を
織
り

込
み
な
が
ら
、
研
究
室
の
歴
史
は
刻
ま
れ

て
い
く
。

（
湯
浅
邦
弘
）

　
「
常
」
と
「
変
」。
二
つ
が
あ
る
。

　

ま
ず
変
わ
ら
ぬ
こ
と
。
中
国
古
典
を
精

読
す
る
少
数
精
鋭
の
集
団
で
あ
る
こ
と
。

全
メ
ン
バ
ー
で
十
名
前
後
と
い
う
の
は
古

今
を
貫
く
伝
統
で
あ
る
。
ま
た
懐
徳
堂
の

研
究
や
事
業
を
宿
命
と
受
け
止
め
て
い
る

こ
と
。
初
代
・
木
村
英
一
教
授
（
教
授

在
職
一
九
四
九
～
六
六
）、
二
代
・
森
三

樹
三
郎
教
授
（
一
九
六
七
～
七
一
）、
三

代
・
日
原
利
国
教
授
（
一
九
七
三
～
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平
成
24
年
５
月
12
日
（
土
）
に
、「「
大
」
大
阪
モ
ダ
ン
建
築
め
ぐ
り
」
と
題

し
ま
し
て
、
第
３
回
大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
同
窓
会
講
座
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

桑
木
野
先
生
（
美
術
史
学
）
の
ご
案
内
の
も
と
、
綿
業
会
館
か
ら
中
之
島
図

書
館
ま
で
を
歩
き
ま
し
た
。

　

綿
業
会
館
で
の
見
学・昼
食
の
後
、旧
大
阪
教
育
生
命
保
険（
明
治
45
年
竣
工
）・

愛
珠
幼
稚
園
（
明
治
34
年
竣
工
）・除
痘
館
記
念
資
料
室
な
ど
を
経
て
、
適
塾
へ
。

　

そ
の
後
、
大
阪
市
中
央
公
会
堂
や
中
之
島
図
書
館
の
歴
史
や
建
築
様
式
な
ど

に
つい
て
、
桑
木
野
先
生
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
年
齢
層
の
同
窓
生
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
非
常
に
充
実
し
た
見

学
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

平
成
24
年
度
第
一
回
就
活
サ
ポ
ー
ト
講
座
に
つ
い
て
の
ご
報
告

　

去
る
平
成
24
年
4
月
26
日
（
木
）
に
、
平
成
24
年
度
第
１
回
就
活
サ
ポ
ー
ト
講
座
と
し
て
、

文
学
部
教
育
支
援
室
主
催
、
本
同
窓
会
共
催
で
、『
さ
お
だ
け
屋
は
な
ぜ
潰
れ
な
い
の
か
？
』
の

著
者
で
あ
る
山
田
真
哉
氏
を
お
招
き
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
田
氏
は
本
学
文
学
部
日
本
史
学
を
卒
業
さ
れ
、
現
在
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士
を
な
さ
って

い
ま
す
。

　

山
田
氏
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
や
、
会
計
士
に
な
る
ま
で
に
つ
い
て
、
就
職
活
動
中
の
学
生
や
こ

れ
か
ら
就
職
活
動
に
入
る
学
生
に
対
し
て
、
１
時
間
程
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
達
と
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
の
講
演
で
、
学
生
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動
に
つい
て
意

欲
を
沸
き
立
た
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
と
も
本
同
窓
会
で
は
支
援
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第3回大阪大学文学部・文学研究科
同窓会講座についてのご報告

５月11日（土）13時～　大阪大学文学部本館２Ｆ大会議室

映画「オロ」上映会＋岩佐寿弥監督講演会
●おちゃめな少年オロとアバンギャルドな老監督が紡ぎ出す、
　チベット望郷の詩を鑑賞し、監督とともに語らってみませんか。

●お申し込み方法：
　　　　　氏名、卒業（修了）年次、専攻を明記の上、
　　　　　メール又は葉書で下記連絡先までお申し込みください。
　　　　　※締め切りは４月25日です。
　　　
　　　　　メール：dousoukai@let.osaka-u.ac.jp
　　　　　住　所：〒560-8532　大阪府豊中市待兼山町１-５
　　　　　　　　　大阪大学文学部・文学研究科同窓会宛 
 
　　　　※当日のタイムスケジュールは、以下を予定しています。
　　　　　・13時開場
　　　　　・13時30分 ～ 15時30分　「オロ」上映
　　　　　・（休憩）
　　　　　・16時 ～ 17時　監督の岩佐寿弥氏によるご講演、懇談

第４回大阪大学文学部・文学研究科同窓会講座のご案内

岩佐寿弥　 Iwasa Hisaya 
1934 年生まれ、映画作家・テレビディレクター。1959 年岩波映
画入社、羽仁進、土本典昭、黒木和雄などの助監督を経て、
1964 年フリーに。「ねじ式映画～私は女優？～」（1969 年）「叛
軍 No.4」（1972 年）「眠れ蜜」（1976 年）などアヴァンギャルド
な作品を連作。その後テレビのディレクターとして「プチト・アナ
コ～ロダンが愛した旅芸人花子～」など海外取材による作品多
数を演出。2002 年にチベットの老女を主人公にした映画「モゥ
モチェンガ」を監督。2005 年「あの夏、少年はいた」（川口
汐子共著）を出版、この本を原作としたドキュメンタリードラマ「あ
の夏～ 60 年目の恋文～」（NHK）が 2006 年放映される。
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事
務
局
便
り

●
お
知
ら
せ

◇『
文
学
部・文
学
研
究
科
　
卒
業
生・修
了
生
名
簿
』（
二
〇
一
二
年
版
）に
つ
い
て

　
二
〇
一
二
年
三
月
刊
行
の『
大
阪
大
学
文
学
部・文
学
研
究
科
卒
業
生・修
了
生
名
簿
』ご
購
入

を
随
時
承
っ
て
お
り
ま
す
。販
価（
五
千
円
）＋
送
料（
百
六
十
円
）で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。た
だ
し

名
簿
の
ご
購
入
は
同
窓
会
会
員
の
方
に
限
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
入
会
が
お
済
み
で
な
い
同

窓
生
の
方
に
は
入
会
手
続
き
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。な
お
、同
窓

会
終
身
会
費（
一
万
円
）を
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
方
に
は一
冊
謹
呈
し
て
お
り
ま
す
。振
込
用
紙
通

信
欄
に
名
簿
希
望
の
旨
を
お
書
き
添
え
下
さ
い
。

　

ご
購
入
希
望
の
場
合
は
以
下
の
郵
便
振
替
口
座
に
所
定
の
金
額
を
お
振
込
み
下
さ
い
。ご
入
金

確
認
後
、発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
購
入
に
際
し
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
同
窓
会
事
務

局
ま
で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
お
願
い

◆
住
所
変
更
に
つ
い
て

　

住
所
変
更
・
勤
務
先
変
更
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
必
ず
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ

い
。
名
簿
へ
の
住
所
、
電
話
番
号
等
の
記
載
拒
否
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
あ
わ
せ

て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
事
務
局
メ
ン
バ
ー

事
務
局
長
‥
和
田　

章
男
（
Ｓ
五
五
）

総　
　
　

務
‥
入
江　

幸
男
（
Ｓ
五
一
）

　
　
　
　
　
　

岡
田　

禎
之
（
Ｓ
六
二
）

会　
　
　

計
‥
西
田
有
利
子

企　
　
　

画
‥
村
田　

路
人
（
Ｓ
五
二
）

　
　
　
　
　
　

市　
　

大
樹
（
Ｈ
七
）

広　
　
　

報
‥
三
谷　

研
爾
（
Ｓ
五
九
）

　
　
　
　
　
　

岡
田　

裕
成
（
Ｓ
六
一
）

事
務
局
補
佐
‥
宮
川　

真
弥
（
Ｈ
二
二
）

事
務
局
補
佐
（W

eb

担
当
）
‥

　
　
　
　
　
　

松
岡　

佳
世
（
Ｈ
二
二
）

●
住
所
…
〒
５
６
０ 
‐ 

８
５
３
２ 

豊
中
市
待
兼
山
町一番
五
号

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
…http://w

w
w

.let.osaka-u.ac.jp/dousou/ 

●
事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…dousoukai@
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◆「教育ゆめ基金」のご報告◆

文学部創立60周年（平成20年）の折に創設しました「教育ゆめ基金」は、文学部・文学
研究科の教育活動を支援していただくための基金です。この基金は、人文学教育の国際
化、学生の海外留学支援、留学生の支援、優秀な学生への奨学金等、もっぱら優秀な人
材を育成するための教育助成を目的としています。平成24年度は同窓生ならびに教職員
の皆様より、総計80万円ほどのご寄付をいただきました。ご厚情に心よりお礼申し上げま
すとともに、今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成24年度「教育ゆめ基金」寄付者リスト

いつでも、お心のままにご寄附いただければ幸いです

◆「教育ゆめ基金」の支出（平成24年度）
　・エラスムス・ムンドゥス・プログラム留学生のための情報環境整備：約64,842円
　（平成25年3月10日現在の残額：3,834,834円）

同封の
「教育ゆめ基金」

案内を
ご覧ください

粟根　功雄
石原　　実
岩崎　治男
上山　　泰
浦崎なぎさ
江川　　温

大塚　杏未
大村　睦子
岡田　禎之
岸　　彰則
桑木野幸司
小谷晋一郎

後藤　昭夫
小林　正人
里見　軍之
志水紀代子
永 田　 靖
中村　加津

西居　淳子
肥田　宏一
福島　正彦
星野　佳織
細川富美恵
前田　高志

桝本　裕之
水越　久哉
森田　美咲
八木　啓俊
矢羽野隆男
山上義太郎

山本　清司
吉田　高重
和田　章男
渡辺　義嗣

ほか

（敬称略・五十音順）

※エラスムス・ムンドゥス・プログラムとは、国際的な教育をおこなうためにEUで作られた制度で、大阪大学文学研究科は2008年から
　「域外パートナー」としてこれに参加し、学生の交換留学や教員の研究交流をすすめています。


